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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子写真印刷装置の操作方法であって、前記電子写真印刷装置は、感光体表面を有する
回転自在の感光体と、前記感光体からマーキング材料を除去するためのクリーニング装置
と、前記電子写真印刷装置の動作を制御する印刷装置コントローラとを備え、前記方法は
、
　前記感光体表面を固定電圧まで帯電させるステップと、
　前記帯電感光体表面の少なくとも一部を露光電圧まで放電させるステップと、
　前記感光体表面の前記放電部分を、前記帯電感光体表面固定電圧と現像バイアス電圧の
間にクリーニングフィールドを設けることによって現像するステップと、
　前記クリーニングフィールドを縮小するステップと、
　前記縮小されたクリーニングフィールドを用いて、前記感光体上に現像画像を生成する
ステップと、
　前記クリーニングフィールドを縮小した後に前記現像画像を走査し、前記現像画像がセ
ンサを使って走査され、走査画像が生成されるようにするステップと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記走査画像に基づいて、感光体の不良化が間近であることを判断するステップをさら
に含むことを特徴とする方法。
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【請求項３】
　電子写真印刷装置であって、
　感光体表面を有し、媒体上に画像を生成するように構成された感光体と、
　前記感光体表面を固定電圧まで帯電させるように構成された帯電装置と、
　前記帯電感光体表面の少なくとも一部を露出電圧まで放電させるように構成されたラス
タ出力スキャナと、
　前記帯電感光体表面固定電圧と現像バイアス電圧の間にクリーニングフィールドを設け
ることにより、前記感光体表面の前記放電部分を現像するように構成された現像ユニット
と、
　前記電子写真装置の動作を制御するように構成され、前記クリーニングフィールドを縮
小するように構成され、前記縮小されたクリーニングフィールドを使って、前記感光体の
上に現像画像を生成するように構成された印刷装置コントローラと、
　前記クリーニングフィールドを縮小した後に、前記現像画像を走査して、走査画像を生
成するように構成されたセンサと、
を備えることを特徴とする電子写真印刷装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の電子写真印刷装置であって、
　前記印刷装置コントローラは、前記走査画像に基づいて、感光体の不良化が間近である
ことを判断するように構成されることを特徴とする電子写真印刷装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の電子写真印刷装置であって、
　前記印刷装置コントローラは、前記走査画像に基づいて、画像均一性が故障点に達した
と判断することにより、感光体の不良化が間近であることを判断するように構成されるこ
とを特徴とする電子写真印刷装置。
【請求項６】
　請求項３に記載の電子写真印刷装置であって、
　前記帯電装置は、スコロトロンを含み、
　前記印刷装置コントローラは、前記スコロトロンと前記感光体との間の前記感光体固定
電圧を下げることによって、前記クリーニングフィールドを縮小させるように構成される
ことを特徴とする電子写真印刷装置。
【請求項７】
　請求項３に記載の電子写真印刷装置であって、
　前記印刷装置コントローラは、感光体の交換が間近であることを示すインディケータを
出力するように構成されることを特徴とする電子写真印刷装置。
【請求項８】
　請求項３に記載の電子写真印刷装置であって、
　前記感光体表面に結合されたクリーニング装置をさらに含むことを特徴とする電子写真
印刷装置。
【請求項９】
　請求項３に記載の電子写真印刷装置であって、
　前記印刷装置コントローラは、前記クリーニングフィールドを縮小させ、縮小されたク
リーニングフィールドを使って前記電子写真印刷装置を操作して、ハーフトーン均一性を
低下させるように構成されることを特徴とする電子写真印刷装置。
【請求項１０】
　請求項３に記載の電子写真印刷装置であって、前記印刷装置コントローラは、
　前記縮小されたクリーニングフィールドを使って前記電子写真印刷装置を操作しながら
前記感光体上に画像を生成するように構成され、
　センサを使って前記画像の複数の測定結果を取得するように構成され、
　前記複数の測定結果に基づいて、感光体の不良化が間近であると予測することにより感
光体の不良化を判断するように構成されることを特徴とする電子写真印刷装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願では、電子写真印刷装置における感光体の不良化を感知する装置とその方法が提案
される。
【背景技術】
【０００２】
　現在、画像出力装置、たとえば電子写真プリンタ、電子写真多機能メディアデバイス、
電子写真機その他の電子写真装置は、媒体シート、たとえば紙、基板、透明シート、プラ
スチック、厚紙その他の媒体シート上に画像を生成する。画像を生成するためには、現像
装置が感光体上の潜像に、マーキング材料、たとえばトナー、インクジェットインクその
他のマーキング材料を塗布する。転写装置は、現像されたマーキング材料を媒体シートま
たは画像転写ベルトに転写し、現像画像を融着または第二の転写ステップへと供給する。
次に、融着アセンブリが媒体シートに熱および／または圧力を加えることにより、現像画
像を媒体シートに定着または融着させる。
【０００３】
　残念ながら、第一の転写ステップの後に残留するマーキング材料を感光体から除去する
ために使用されるクリーニング装置によって、感光体に傷が付く。静電ブラシクリーニン
グ装置の場合、ブラシの繊維と感光体表面の間のマイクロアーキングによって、感光体表
面の粗さ、ＲＺが増大する。ブレードクリーニング方式では、ブレードと感光体との間に
挟みこまれる紙繊維、トナーの凝集体、トナー外添剤等による汚染から、擦り傷が生じる
ことがある。ハーフトーンの均一性、したがって画像品質は、感光体の表面粗さに直接関
係がある。表面粗さが増すと、使用者が入手する出力ではハーフトーン領域に白いストリ
ークが現れる。このように、マイクロアーキングまたはブレード汚染から生じる擦り傷に
よって感光体表面の粗さが増すと、画像品質が損なわれる。そこで、感光体にオーバーコ
ートを施すと、感光体の寿命が大幅に延長する。それでも、９０％の信頼水準で９０％の
信頼度を維持するには、感光体はその寿命が尽きる前に交換される。
【０００４】
　たとえば、現時点で電子写真ユニットの寿命限定要因となっているのは、感光ドラムと
静電クリーナブラシの繊維との間でパッシェンの法則による絶縁破壊が生じ、これによっ
て感光体に傷が付くことである。サービスエンジニアは感光体装置を特定の間隔で、ある
いはサイクルアラームに近い場合はそれ以前に、たとえまだ満足に機能していても感光体
を交換する。システムの維持費は、感光体を一定間隔で交換するのではなく、感光体の寿
命を故障点付近まで延ばすことで削減できる。オーバーコート感光体の使用によって装置
の寿命は長くなり、維持費は低減されるが、感光体装置の不良化（Ｆａｉｌｕｒｅ）が間
近であることを感知すれば、大幅な削減を実現できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、電子写真印刷装置において感光体の不良化を感知する装置と方法が求められて
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　電子写真印刷装置における感光体の故障を感知する装置と方法を開示する。電子写真印
刷装置には、感光体表面を有する回転自在の感光体と、感光体からマーキング材料を除去
するクリーニング装置と、電子写真印刷装置の動作を制御する印刷装置コントローラを設
けることができる。この方法には、感光体表面を固定電圧まで帯電させるステップを含め
ることができる。この方法には、帯電した感光体表面の少なくとも一部を露光電圧まで放
電させるステップを含めることができる。この方法には、帯電された感光体表面の固定電
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圧と現像バイアス電圧の間にクリーニングフィールド（ｃｌｅａｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）
を設けることにより、感光体表面の放電部分を現像するステップを含めることができる。
この方法には、クリーニングフィールドを縮小するステップを含めることができる。この
方法には、縮小させたクリーニングフィールドを使って、感光体上に現像画像を生成する
ステップを含めることができる。この方法には、クリーニングフィールドを縮小した後に
現像画像を走査（ｓｃａｎ）するステップを含めることができ、このステップでは、現像
画像をセンサによって走査し、走査画像（ｓｃａｎｎｅｄ　ｉｍａｇｅ）を生成する。
【０００７】
　本願開示内容の利点と特徴がどのように得られるかを説明するために、上で簡単に紹介
した本願開示内容を、添付の図面に描かれている具体的な実施例を参照しながらより詳し
く説明する。これらの図面は本願開示内容の代表的な実施例を示しており、本願開示内容
の範囲を限定するものではない点を理解した上で、本願開示内容を、添付の図面を使って
、さらに具体的に詳しく説明、解説する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ある実施形態による装置の一例を示す図である。
【図２】ある実施形態による方法のフローチャートの一例を示す図である。
【図３】ある実施形態による方法のフローチャートの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、マーキングシステム１００、たとえば電子写真印刷装置の一例を示す図である
。マーキングシステム１００は、印刷装置、プリンタ、多機能メディアデバイス、電子写
真機、レーザプリンタ、インクジェットプリンタまたは、媒体上に画像を生成するその他
どのような装置に備えられていてもよい。マーキングシステム１００には、媒体を搬送で
きる媒体搬送手段１３０または中間転写ベルトまたはドラム１３５を設けることができる
。マーキングシステム１００にはまた、感光体１１０を設けることができる。感光体１１
０はまた、感光体１１０を備えるマーキングシステムの一部とすることができ、この場合
、感光体は感光体電荷輸送表面を有することができる。たとえば、感光体１１０はベルト
またはドラムとすることができ、その上に静電画像を形成するための感光体電荷輸送表面
１１１を有することができる。感光体１１０は、処理方向Ｐに回転することができ、媒体
１３５の上に画像を生成することができる。
【００１０】
　マーキングシステム１００には帯電装置１４０を設けることができ、これはたとえばス
コロトロン、帯電ロールその他、感光体１１０に電圧Ｖｈｉｇｈを印加できるどのような
電界生成装置であってもよい。たとえば、スコロトロン１４０は、スコロトロンシールド
１４２、スコロトロン帯電グリッド１４４および、スコロトロン帯電グリッド１４４の感
光体１１０の反対側に配置されたスコロトロンワイヤまたはピンアレイ１４６を有してい
ることができる。スコロトロンピンアレイ１４６は、電界を生成するように構成すること
ができる。スコロトロン帯電グリッド１４４とスコロトロンピンアレイ１４６は、感光体
１１０の上に表面電位を生成するように構成できる。
【００１１】
　さらに詳細に動作を説明すると、帯電装置１４０は、感光体１１０が回転すると、感光
体１１０の表面に静電電荷を与えることによって、感光体１１０の表面を帯電させること
ができる。レーザ源等のラスタ出力スキャナ、発光ダイオード（ＬＥＤ）バーまたはその
他の関連する装置は、印刷されるべき所望の画像に対応する形状で、感光体１１０の選択
部分を放電させることができる。たとえば、ラスタ出力スキャナは、潜像をより高い正電
圧Ｖｌｏｗまで放電させることができる。また、たとえば、ラスタ出力スキャナはレーザ
源１１４と回転ミラー１１６を備えていることができ、これらが協働し、印刷されるべき
所望の画像に応じて、感光体１１０の表面の特定領域を放電させる。電荷保持表面を選択
的に放電させるには、レーザ源１１４以外の要素も利用でき、たとえば、ＬＥＤバー、光
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レンズシステム（ｌｉｇｈｔ－ｌｅｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）その他、電荷保持表面の放電が
可能などの要素でもよい。レーザ源１１４は、これに供給されるデジタル画像データに従
って変調されてもよく、回転ミラー１１６は、レーザ源１１４からの変調された光線を感
光体１１０の処理方向Ｐに対して垂直な高速走査方向に移動させることができる。
【００１２】
　感光体１１０の特定の領域がレーザ源１１４によって放電された後、現像ユニット１１
８は、ＶｈｉｇｈからＶｌｏｗの間の大きさのバイアス電圧Ｖｂｉａｓが印加されること
により、露光潜像を現像することができる。現像ユニット１１８は、供給される乾燥トナ
ー等のマーキング材料を、感光体１１０の表面上の露光潜像に接触させ、またはその他接
近させることができる。次に、転写ステーション１２０は、感光体１１０に付着している
トナーが媒体１３５、たとえば紙、プラスチックその他の媒体、あるいは中間転写ベルト
またはドラムに電気的に転写されるようにし、その上に画像を形成することができる。次
に、トナー画像を担持する媒体１３５が融着手段１２２を通過するようにすることができ
、ここでトナーが溶融し、または媒体１３５に融着して、永久画像が形成される。クリー
ニング装置１２４には、感光体電荷輸送表面１１１に連結された少なくとも１つの静電ク
リーニングブラシを設けることができ、あるいは、表面と接触して、転写ステップ後に残
留トナーを感光体表面から掻き落とすためのゴム製クリーニングブレードを設けることも
できる。たとえば、静電ブラシやこれに相当する装置等のクリーニング装置１２４は、転
写ステップの後に、ブラシ１４０の繊維と感光体表面上の残留トナーの間に発生する電界
を使って、感光体１１０をクリーニングすることができる。
【００１３】
　マーキングシステム１００には、印刷マーキングシステム１００の動作を制御するよう
に構成された印刷装置コントローラ１５０を設けることができる。印刷装置コントローラ
１５０は、帯電装置１４０、感光体１１０および、マーキングシステム１００のその他の
要素に連結することができる。印刷装置コントローラ１５０は、感光体１１０の帯電電圧
Ｖｈｉｇｈを下げて、小さなクリーニングフィールドでマーキングシステム１００を動作
させるように構成することができる。たとえば、感光体コントローラとしての印刷装置コ
ントローラ１５０は、スコロトロンを使って生成された感光体帯電電圧を下げることによ
り、マーキングシステム１００のクリーニングフィールドを縮小することができる。印刷
装置コントローラ１５０は、マーキングシステム１００のクリーニングフィールドを縮小
して、小さいクリーニングフィールドを用いて動作させることにより、ハーフトーン均一
性を低下させることができる。
【００１４】
　印刷装置コントローラ１５０は、縮小したクリーニングフィールドに基づいて、感光体
の不良化が間近であることを判断するように構成することができる。たとえば、印刷装置
コントローラ１５０は、ハーフトーンの均一性が低下したことに基づいて、感光体の不良
化が間近であることを判断するように構成することができる。印刷装置コントローラ１５
０は１つのモジュールとすることができ、または異なる機能を実行するように構成された
複数のモジュールを含んでいることもでき。複数のモジュールは、印刷マーキングシステ
ム１００の中の１箇所に、または異なる箇所に配置することができる。
【００１５】
　印刷装置コントローラ１５０は、縮小したクリーニングフィールドを使って感光体１１
０を動作させながら、感光体１１０の上に画像を生成するように構成できる。印刷マーキ
ングシステム１００はセンサ１６０を備えることができ、このセンサは現像画像を走査し
て、走査画像を生成するように構成できる。次に、印刷装置コントローラ１５０は、走査
画像に基づいて感光体の不良化が間近であることを判断できる。たとえば、センサ１６０
は、感光体１１０の上のハーフトーン画像を走査できる全幅アレイセンサ（ｆｕｌｌ　ｗ
ｉｄｔｈ　ａｒｒａｙ　ｓｅｎｓｏｒ）とすることができ、印刷装置コントローラ１５０
は現像画像のハーフトーン画像の均一性を判断できる。印刷装置コントローラ１５０は次
に、現像画像のハーフトーン均一性が所定の閾値を超えたことに基づいて、感光体の不良
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化が間近であることを判断できる。センサ１６０はまた、感光体１１０のうちの１つの小
さな領域に焦点を当てる小型のセンサであっても、センサとレンズであっても、電荷結合
装置であっても、あるいは、感光体上の画像の感知に有益であれば、その他どのようなセ
ンサであってもよい。印刷装置コントローラ１５０はまた、走査画像に基づいて、画像均
一性が故障点に近づいたと判断することにより、感光体の不良化が間近であることを判断
できる。
【００１６】
　また別の例として、印刷装置コントローラ１５０は、縮小したクリーニングフィールド
を使ってマーキングシステム１００を動作させながら、感光体１１０の上の潜像を現像す
るように構成できる。印刷装置コントローラ１５０は、センサ１６０を使って、画像につ
いて複数の測定を行うことができる。すると、印刷装置コントローラ１５０は、これらの
複数の測定結果に基づいて、間近となった感光体の不良化を予測することにより、感光体
の不良化を判断できる。
【００１７】
　印刷装置コントローラ１５０は、感光体の交換が間近であることを示すインディケータ
を出力するように構成できる。マーキングシステム１００は、出力モジュール（図示せず
）を備えることができ、これはディスプレイ、音声出力、トランシーバその他、まもなく
感光体の交換が必要であることを示すインディケータを出力できれば、どのようなモジュ
ールであってもよい。
【００１８】
　図２は、電子写真印刷装置、たとえば、感光体表面を有する回転感光体と、感光体から
マーキング材料を除去するためのクリーニング装置と、電子写真印刷装置の動作を制御す
る印刷装置コントローラを備えるマーキングシステム１００等に用いられる方法の一例の
フローチャート２００を示す。この方法は２１０から始まる。２２０で、感光体表面を固
定電圧に帯電させることができる。２３０で、帯電感光体表面の少なくとも一部を露光電
圧へと放電させることができる。２４０で、帯電感光体表面の固定電圧と現像バイアス電
圧の間にクリーニングフィールドを設けることによって、感光体表面の放電部分を現像す
ることができる。２５０で、クリーニングフィールドを縮小することができる。２６０で
、縮小させたクリーニングフィールドを使って、感光体の上に現像画像を生成することが
できる。２７０で、センサを用いて現像画像を走査し、走査画像を生成することができる
。
【００１９】
　たとえば、帯電装置を使って感光体を電圧Ｖｈｉｇｈまで帯電させることができる。露
光装置は、帯電表面上の潜像を露光電圧Ｖｌｏｗまで放電させることができる。帯電電圧
と露光電圧の間のＶｂｉａｓでバイアスすることができる現像装置を用いて、マーキング
材料で潜像を現像できる。クリーニングフィールドは、帯電電圧Ｖｈｉｇｈとバイアス電
圧Ｖｂｉａｓの差とすることができる。マーキングシステムのクリーニングフィールドを
縮小し、感光体を、小さいクリーニングフィールドを使って動作させるようにすることが
できる。この、小さいクリーニングフィールドは、通常の使用者による動作条件でマーキ
ングシステムを動作させる場合のクリーニングフィールドより縮小することができる。た
とえば、通常の動作中、マーキングシステムでは約１２０Ｖのクリーニングフィールドが
用いられてもよい。感光体帯電電圧は、あるパーセンテージだけ、またはあるボルト数だ
け下げることができる。たとえば、帯電電圧を５－２０％、または５－２５Ｖ以上低くす
ることができる。すると、マーキングシステムは、約９５－１１５Ｖまたはそれ以下とい
う縮小されたクリーニングフィールドを使って動作できる。感光体の不良化が間近である
ことは、縮小されたクリーニングフィールドに基づいて判断できる。２８０で、この方法
を終了できる。
【００２０】
　図３は、関係する実施例による、マーキングシステム１００等の印刷装置に用いられる
方法の一例であるフローチャート３００を示す。印刷装置は、感光体と、感光体をクリー
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ニングするためのクリーニング装置と、印刷装置の動作を制御する印刷装置コントローラ
を備えることができる。感光体は、感光体を備えるマーキングシステムとすることができ
、この感光体は感光体電荷輸送表面を有する。クリーニング装置は、感光体電荷輸送表面
に連結された少なくとも１つの静電クリーニングブラシとすることができる。
【００２１】
　この方法は３１０から始まる。３２０で、帯電装置を使って感光体を電圧Ｖｈｉｇｈま
で帯電させることができる。露出装置は、帯電表面の潜像を露光電圧Ｖｌｏｗまで放電さ
せる。潜像は、帯電電圧と露出電圧の間でバイアスされる、つまりＶｂｉａｓと呼ばれる
電圧にバイアスされる現像装置を使って、マーキング材料で現像される。クリーニングフ
ィールドは、帯電電圧Ｖｈｉｇｈとバイアス電圧Ｖｂｉａｓの差である。３３０で、マー
キングシステムのクリーニングフィールドを縮小して、小さいクリーニングフィールドを
使ってマーキングシステムを動作させ、ハーフトーン均一性を低下させることができる。
【００２２】
　３４０で、縮小されたクリーニングフィールドを使って感光体を動作させながら、感光
体上に画像を生成することができる。３５０で、センサを使って画像を走査し、走査画像
を生成できる。センサは、ハーフトーン画像を走査できる。また、センサは、画像につい
て複数の測定を行うことができる。
【００２３】
　３６０で、縮小されたクリーニングフィールドに基づいて、感光体の不良化が間近であ
ることを判断できる。感光体の不良化が間近であることはまた、走査画像からも判断でき
る。さらに、感光体の不良化が間近であることは、走査画像からハーフトーン均一性メト
リックを計算し、均一性メトリックが所定の閾値を越えたことに基づいて、感光体の不良
化が間近であると判断することによっても判断できる。感光体の不良化が間近であること
はまた、走査画像に基づいて、画像均一性が故障点に近づいたことを判断することによっ
ても判断できる。また、感光体の不良化が間近であることは、複数の測定結果に基づいて
、感光体の不良化が間近であると予測することによっても判断できる。たとえば、センサ
を使って画像を走査し、走査画像を生成することによって複数の測定を行うことができる
。またたとえば、継続的に測定を行い、将来の予想点を計算して、将来において、感光体
の不良化がいつ発生する可能性があるかを使用者に知らせることができる。
【００２４】
　３７０で、感光体の交換が間近であることを示すインディケータを出力することができ
る。このインディケータは、感光体の交換が必要であることを示すことによって、あるい
は将来のいつ、どの機会に感光体を交換するべきと予想されるかを示すことによって、感
光体の交換が間近であることを示すことができる。３８０で、この方法を終了することが
できる。
【００２５】
　縮小されたクリーニングフィールド使って感光体のハーフトーン均一性を感知すること
により、擦り傷の欠陥を強調するような実施例も可能である。クリーニングフィールドを
小さくすることにより、通常のクリーニングフィールドを使った場合に使用者が気づく前
に、不良化を感知することができる。これにより、感光体の不良化が間近であることを正
確に予測することが可能となる。将来の故障点がわかれば、一定の間隔で修理交換を行う
必要がなくなる。また、全体の故障分布を使用することにより、装置を故障寸前まで運転
できる。これが使用中の印刷機全体の部品交換頻度を低下させるたけでなく、感光体装置
の一定間隔での交換が不要となるために、維持費の中で修理点検費が占める割合も減少さ
せることができ、その結果、現在の感光体修理戦略および装置に対する感光体維持費の大
幅な削減が実現する。
【００２６】
　たとえば、ハーフトーン均一性は、感光体装置の表面粗さが、ＲＺスケールで約３．５
μｍに到達すると許容不能となる。擦り傷は、感光体の電荷輸送層と静電ブラシ繊維の先
端との間で発生するパッシェンの法則に基づく絶縁破壊によって生じる。感光体の電荷輸
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送層、つまり外側の層の一般的な磨耗を軽減させるには、静電ブラシが非常に適している
ことが証明されているが、静電ブラシの場合、使用される繊維の径が極めて小さいため、
感光体ドラム表面に過剰な擦り傷が付くことも確かである。繊維の径が小さいことから、
４００から６００ボルトという低いバイアスレベルであっても、マイクロアーキングが発
生する。感光体は、より耐傷性の高いコーティングでオーバーコートすることができ、こ
れにより、３．５μｍ　ＲＺの故障閾値に到達するまでのサイクル数を遅らせることがで
きるため、感光体の寿命を改善できる。９０％の信頼水準で９０％の信頼度を達成するた
めには、現在のオーバーコートなしの装置は３６０ｋｃｙｌｅでの交換が必要である。オ
ーバーコートを施すことにより、この交換間隔を６３９ｋｃｙｃｌｅまで延ばすことがで
きる。しかしながら、このような寿命の延長で、感光体の維持費を削減できる程度は限ら
れている。オーバーコートなし、オーバーコートありのどちらの装置の場合も、確実に９
０％の信頼性目標を満たすためには、修理頻度の高い品目の交換が必要となる。そのため
、寿命の長い感光体であってもやはり、修理作業は必要である。維持費のさらに大幅な削
減を図るには、感光体の交換に伴う修理要員の人件費に照準を絞り、これを削減すること
ができる。そのためには、感知方式を使って、感光体の擦り傷が過剰となり、まもなく寿
命が終わりそうであるという時期を機械が特定できるようにすることが可能である。
【００２７】
　ハーフトーン品質は、画像品質分析ステーションを使って得られる垂直バンディングス
コアで数量化することができる。一般利用者による動作に使用される約１２０ボルトの通
常のクリーニングフィールドでは、ドラムの表面粗さが３．０、３．５、４．０と増加す
るのに伴い、垂直バンティングスコアはそれぞれ２．１、３．０、３．７へと増加する。
クリーニングフィールドを低くすると、ハーフトーン不均一性の程度が増す。クリーニン
グフィールドを縮小することによって、ハーフトーン均一性を人工的に悪化させ、通常の
クリーニングフィールドでその装置がいつ不良化するかを感知できるようにすることがで
きる。画像品質分析スキャナの代わりに、全幅アレイセンサその他のセンサを使用できる
。さらに、上記以外にも、プロセス全体（ｃｒｏｓｓ－ｐｒｏｃｅｓｓ）の画像の不均一
性を測定できる技術を、画像品質分析スキャナの代わりに導入してもよい。機械のプロセ
ス管理システムは、帯電電圧を下げることによって、クリーニングフィールドを意図的に
小さくすることができる。センサを使ってハーフトーン画像を生成し、走査できる。セン
サは、画像品質分析で使用する垂直バンディングスコアと似たメトリックを生成し、不揮
発性メモリに記憶することができる。均一性が、小さいクリーニングフィールドでの故障
点に到達したところで、フラッグまたはメッセージをユーザインタフェースに送信して、
感光体の交換が必要であることを使用者に知らせることができる。さらに、継続的な測定
を行って、将来の予測点を計算し、将来故障が発生すると思われるおおよその時間を使用
者に知らせるため、使用者は、近く予定されている、時間のかかる、重要な作業があれば
、それに基づいて交換を計画できる。すると、使用者は都合のよいときに装置を交換する
ことができ、あるいはサービスエンジニアは、別の理由でその場に来たときに装置の交換
を行ってもよい。このような感知方式によれば、感光体交換頻度を少なくし、部品のコス
トを削減できるだけでなく、修理頻度の高い品目について一定間隔で交換することが不要
となり、修理のための人件費を削減できる。言い換えれば、部品を必要以上に早く交換す
ることに伴う人件費を削減できる。センサを使い、クリーニングフィールドを小さくする
ことにより、オーバーコートなし、オーバーコートありの両方の感光体装置に関する維持
費の大幅な削減が見込まれる。
【００２８】
　各種実施例は、プログラムされたプロセッサで実装してもよい。しかしながら、汎用ま
たは特殊用途コンピュータ、プログラムされたマイクロプロセッサもしくはマイクロコン
トローラおよび周辺集積回路素子、集積回路、個別素子回路（ｄｉｓｃｒｅｔｅ　ｅｌｅ
ｍｅｎｔ　ｃｉｒｃｕｉｔ）等のハードウェア電子回路もしくは論理回路、プログラマブ
ルロジックデバイス等でも実施例を実装できる。一般に、実施例を実装できる有限状態機
械を備えるどのようなデバイスでも、本願開示内容のプロセッサ機能を実行できる。
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　本願開示内容は、その具体的な実施例に関して説明してきたが、当業者にとっては、多
くの改変、変更、バリエーションが明らかであろう。たとえば、実施例の各種コンポーネ
ントは、別の実施例において相互に交換し、追加し、または置き換えることができる。ま
た、各図面の要素のすべてが実施例の動作に必要と言うわけではない。たとば、実施例の
関連する当業者は、独立クレームの要素だけで、本願開示の教示内容を実施し、使用する
ことができる。したがって、本明細書で紹介する本願開示内容の実施形態は例にすぎず、
これらに限定されるものではない。本願の精神と範囲から逸脱することなく、さまざまな
変更を加えることができる。
【００３０】
　本書類の中で、「第一の」、「第二の」等の関係を示す用語は、１つの実体または行為
を別の実体または行為と区別するために使用されているにすぎず、必ずしも、これらの実
体や行動の間の実際のこうした関係や順序を要求し、または黙示するものではない。また
、「上」、「下」、「前、「後ろ」、「水平」、「垂直」等の関係を示す用語は、各要素
の、要素同士間の相対的な空間的方向を区別するために使用されているにすぎず、必ずし
も、他の物理的座標システムに関する空間的方向を黙示するものではない。「～を備える
」、「～からなる」等の用語やこれらの変形は、非排他的含有を示すものであり、ここに
記載された要素だけを含むのではなく、明確に列挙されていないその他の要素や、これら
のプロセス、方法、成形品または装置に本来的でない要素も含まれる。単数冠詞の付され
た要素は、それ以上の制約はなく、これらの要素を含むプロセス、方法、成形品または装
置における他の同一の要素の存在を否定するものではない。また、「別の」という用語は
、少なくとも２つ目またはそれ以上として定義される。「～を含む」、「～を持つ」等の
用語は、本明細書において、「～を備える」と定義される。
【符号の説明】
【００３１】
　１００　マーキングシステム、１１０　感光体、１１１　感光体電荷輸送表面、１１４
　レーザ源、１１６　回転ミラー、１１８　現像ユニット、１２０　転写ステーション、
１２２　融着手段、１２４　クリーニング装置、１３０　媒体搬送手段、１３５　ドラム
、１４０　帯電装置、１４２　スコロトロンシールド、１４４　スコロトロン帯電グリッ
ド、１４６　ピンアレイ。　　
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